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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
6. 前立腺がんの治療〜治療の種類と方法〜
ここからは、もし前立腺がんになった場合に、どんな治療があるのかについてお話しします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
9. 前立腺生検（確定診断のための検査）
スクリーニング検査で前立腺がんが疑われた場合は、前立腺がんを確定するために、前立腺生検（バイオプシー）が行われます。前立腺生検では、特殊な針を使って前立腺から直接組織を採取し、それを顕微鏡で観察して、がんがあるか、またあった場合には、その悪性度（グリーソンスコアなど）を確認します。
検査法としては、直腸に探触子（プローブ: 超音波装置）を挿入し、前立腺の中の様子を確認しながら、決められた位置に針を刺して前立腺組織を採取します。採取法には、針を直腸から刺し入れる経直腸式と、股の間（肛門と陰のうの間）から刺入する経会陰式があり、前立腺がんの発生しやすい辺縁域を中心に、6ヵ所以上から組織を採取します。
痛みは少なく、検査自体は15分程度で終わります。外来でもできますが、2〜3日入院して行うこともあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
10. 前立腺がんの治療〜治療の種類と方法〜
ここからは、もし前立腺がんになった場合に、どんな治療があるのかについてお話しします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
12. 合併症対策（勃起障害）
勃起障害は、手術や放射線療法（外照射療法）によって、前立腺の左右にある勃起に関係する神経が傷害された場合に生じる合併症です。また、内分泌療法では男性ホルモンの分泌やその作用が低下してしまうため、ほとんどの患者さんに勃起障害が起こります。
勃起機能の回復が難しい場合も多いですが、手術療法による勃起障害の場合は、勃起神経が温存されていると、性機能が戻ることがあります。そうした場合は、薬によって性機能の対応が望めることもありますので、主治医に相談してみてください。
ただし、勃起不全治療薬は、心臓が悪い人、血圧が高い人や低い人などが使用すると、重篤な副作用があらわれる危険性があるため、服用を希望する場合には、主治医とよく相談してから使用することが大切です。

出典　　図）山中英壽：前立腺がん・最新情報NHKきょうの健康、７月号：68-80. 2003
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
14. 本日の内容
本日は、ここに示した大きく5つの内容について、お話しをいたします。この講演を通して、わが国でも大きな問題となってきている前立腺がんについて正しく理解いただくとともに、早期発見のための取り組みや、日々発展を続けている治療方法、さらには前立腺がんと診断された方とそのご家族へのアドバイスについて、ご紹介していきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
15. 本日の内容
本日は、ここに示した大きく5つの内容について、お話しをいたします。この講演を通して、わが国でも大きな問題となってきている前立腺がんについて正しく理解いただくとともに、早期発見のための取り組みや、日々発展を続けている治療方法、さらには前立腺がんと診断された方とそのご家族へのアドバイスについて、ご紹介していきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
16. 本日の内容
本日は、ここに示した大きく5つの内容について、お話しをいたします。この講演を通して、わが国でも大きな問題となってきている前立腺がんについて正しく理解いただくとともに、早期発見のための取り組みや、日々発展を続けている治療方法、さらには前立腺がんと診断された方とそのご家族へのアドバイスについて、ご紹介していきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
23. 覚えておいていただきたいこと
繰り返しになりますが、ここまでの内容で、ぜひ覚えておいていただきたいことをもう一度お伝えしておきます。
前立腺がんは、早期に発見されれば完治が期待できる病気です。男性は、50歳を過ぎたら定期的に前立腺がん検診を受けましょう！
前立腺がんを完全に治療できるうちに見つけ出す、これが最も重要なポイントです。
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